
平
成
15
年
度�
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75億1,844万6千円�
自主財源�

38億5,202万7千円�
（51.2％）�

依存財源�
36億6,641万9千円�
（48.8％）�

義務的経費�
34億1,354万6千円�
（45.3％）�

投資的経費　4億4,118万7千円（5.9％）�

その他の経費�
36億6,371万3千円�
（48.8％）�

75億1,844万6千円�

入
る
お
金
（
歳
入
）

ま
ち
に
入
る
お
金
（
歳
入
）

を
大
き
く
分
け
る
と
、
自
主

財
源
と
依
存
財
源
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
主
財

源
と
は
、
町
が
自
ら
の
意
思

に
基
づ
き
収
入
す
る
も
の
で

す
。
そ
れ
に
対
し
、
依
存
財

源
と
は
、
国
や
県
の
意
思
決

定
に
よ
り
収
入
す
る
も
の
で

す
。
予
算
は
、
町
の
意
思
に

基
づ
き
自
由
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
自
主
財
源
が
多
い
ほ

ど
安
定
し
、
独
自
性
が
保
た

れ
ま
す
。

平
成
１５
年
度
は
、
景
気
の

低
迷
を
反
映
し
た
町
税
収
入

の
減
少
に
よ
り
、
自
主
財
源

の
割
合
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

使
う
お
金
（
歳
出
）

歳
出
を
大
き
く
分
け
る
と
、

義
務
的
経
費
、
投
資
的
経
費
、

そ
の
他
の
経
費
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
義
務
的
経

費
は
、
町
の
運
営
の
た
め
必

ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
費
用
で
す
。
一
方
、
投
資

的
経
費
は
、
施
設
な
ど
将
来

に
残
る
も
の
の
た
め
に
使
う

費
用
で
、
行
政
水
準
の
向
上

に
役
立
つ
も
の
で
す
。

平
成
１５
年
度
は
、
扶
助
費

や
公
債
費
の
増
加
に
伴
い
義

務
的
経
費
が
増
加
し
た
こ
と

か
ら
、
物
件
費
な
ど
の
経
費

節
減
を
行
い
、
健
全
な
財
産

運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

総

額

１
５
７
億
３
�９
３
１
万
２
千
円
（
前
年
度
対
比
△
２
・
４
％
）

一
般
会
計

７５
億
１
�８
４
４
万
６
千
円
（
前
年
度
対
比
△
２
・
０
％
）

特
別
会
計

８２
億
２
�０
８
６
万
６
千
円
（
前
年
度
対
比
△
４
・
４
％
）

予
算
と
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
を
効
率
的
に
使
う
た
め
に
、

あ
ら
か
じ
め
使
い
道
を
計
画
し
た
も
の
で
す
。

松
前
町
に
は
、
町
の
運
営
の
基
本
的
な
経
費
を
一
つ
に
ま
と
め
た
一
般
会
計
と
５
つ
の

特
別
会
計
（
水
道
事
業
会
計
を
含
む
。）
が
あ
り
ま
す
。
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